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設
備
投
資
な
ど
い
く
つ
か
の
側
面
で
み

る
と
、
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
間
に

伸
び
率
に
差
が
あ
っ
た
り
、
中
小
企
業

の
間
で
も
伸
び
て
い
る
企
業
と
そ
う
で

な
い
企
業
と
の
格
差
が
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
最
近
数
年

の
『
中
小
企
業
白
書
』
で
は
、
こ
う
し

た
格
差
を
解
消
し
、
さ
ら
な
る
成
長
を

目
指
す
た
め
の
自
助
努
力
や
政
策
的
支

援
の
方
途
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

　

今
回
の
『
白
書
』
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ

ク
は
「
経
営
者
の
世
代
交
代
」
と
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
自
己
変

革
」。
令
和
時
代
の
幕
開
け
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
、長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
、

時
代
の
流
れ
を
多
角
的
に
読
み
解
き
な

が
ら
、
中
小
企
業
経
営
の
安
定
的
な
発

展
と
、
わ
が
国
経
済
の
持
続
的
な
成
長

を
期
待
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
構

成
は
、
毎
年
の
よ
う
に
、
第
１
部
で
は

わ
が
国
経
済
と
中
小
企
業
の
動
向
に
関

す
る
分
析
が
行
わ
れ
た
後
、
①
「
経
営

者
の
世
代
交
代
」
に
よ
っ
て
中
小
企
業

が
引
き
継
が
れ
て
長
く
続
く
こ
と
の
重

要
性
と
（
第
２
部
）、
②
「
人
口
減
少
」

「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
で

表
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
変
化
や
、「
消
費

者
」「
従
業
員
」「
社
会
」
な
ど
中
小
企

業
を
取
り
巻
く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

価
値
観
の
変
化
、
さ
ら
に
は
突
然
訪
れ

る
自
然
災
害
な
ど
に
も
対
応
可
能
な
不

断
の
「
自
己
変
革
」
の
重
要
性
（
第
３

部
）、
を
強
調
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

　

以
下
、『
白
書
』
の
概
要
を
紹
介
し
つ

つ
、
若
干
の
私
見
を
申
し
述
べ
た
い
。

２
． 

減
少
し
つ
つ
多
様
化
す
る 

わ
が
国
中
小
企
業
（
第
１
部
）

　
⑴　

 

わ
が
国
の
企
業
数
は
引
き
続
き
減
少 

　
　
　
　
　
　

（
第
１
部
第
２
章
）

　

わ
が
国
の
企
業
数
は
１
９
９
９
年
以

降
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
直
近
の

２
０
１
６
年
に
は
３
５
９
万
者
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
１
４
年
か
ら
２
０
１
６

年
の
２
年
間
に
企
業
数
は
23
万
者
の
減

少
と
な
っ
た
（
図
１
）。
規
模
別
に
み

る
と
小
規
模
企
業
の
減
少
が
影
響
し
、

ま
た
業
種
別
に
み
る
と
小
売
業
の
減
少

が
影
響
し
て
い
る
（『
白
書
』
第
１

－

２

－

３
図
）。
小
規
模
企
業
の
廃
業
数

が
開
業
数
を
倍
近
く
上
回
っ
た
た
め
、

全
体
と
し
て
企
業
数
が
減
少
し
た
。
従

業
者
数
の
変
化
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
は
、
廃
業
が
従
業
者
の
減
少
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

（『
白
書
』
第
１

－

２

－

９
図
）。

「令和の時代」を中小企業はどう生きるか？
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特 集 Ⅲ

１
．
は
じ
め
に

　
　

〜
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
〜

　

平
成
30
年
度
『
中
小
企
業
白
書
』（
以

下
、『
白
書
』
と
い
う
）
は
、『
小
規
模
企

業
白
書
』
と
併
せ
て
、
本
年
４
月
26
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。

　

２
０
１
８
年
の
わ
が
国
経
済
は
そ
れ

ま
で
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持
し
、

中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
に
つ
い
て

も
業
況
、
資
金
繰
り
は
回
復
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
経
常
利
益
に
つ
い
て
は
過
去

最
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
（『
白
書
』

第
１

－

１

－
９
図
）。
さ
ら
に
倒
産
件

数
に
つ
い
て
は
10
年
連
続
で
減
少
を
続

け
、
１
９
９
０
年
以
来
28
年
ぶ
り
の
低

水
準
に
あ
る(

『
白
書
』
第
１

－

１

－
19
図)

な
ど
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業

者
を
取
り
巻
く
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ

る
。
こ
の
傾
向
は
最
近
数
年
の
『
中
小

企
業
白
書
』
で
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
わ
が
国
経

済
の
全
体
的
な
好
調
さ
を
背
景
に
、
中

小
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
や
「
労
働
生
産

性
」
の
向
上
に
努
め
、
深
刻
な
人
手
不

足
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
政
府
は
主
張
し
て
き
た
。

　

一
方
で
、経
常
利
益
や
労
働
生
産
性
、
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ま
た
、
付
加
価
値
額
の
変
化
を
開
廃

業
・
存
続
企
業
別
に
み
る
と
、
存
続
企

業
が
付
加
価
値
額
を
伸
ば
す
こ
と
で
全

体
の
付
加
価
値
額
を
押
し
上
げ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
（『
白
書
』

第
１

－

２

－
10
図
）。
わ
が
国
全
体
の

稼
ぐ
力
を
よ
り
強
い
も
の
と
す
る
と
い

う
意
味
で
は
、
存
続
企
業
が
付
加
価
値

額
を
増
や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

あ
る
が
、「
稼
ぐ
力
を
持
っ
て
い
な
が
ら

後
継
者
が
確
保
で
き
ず
廃
業
せ
ざ
る
を

得
な
い
経
営
者
の
事
業
や
経
営
資
源
の

引
継
ぎ
、
あ
る
い
は
新
た
に
創
業
し
た

企
業
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
創
業
支
援

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
層
の
付
加
価
値
額

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要

と
い
え
る
」
と
白
書
は
指
摘
し
て
い
る

（『
白
書
』
Ｐ
・
32
）。

⑵　

 

多
様
な
中
小
企
業
の
混
在
と
二
極
化 

　
　
　
　
　
　

（
第
１
部
第
３
章
）

　
『
白
書
』
第
１
部
第
３
章
で
は
、
多

様
な
中
小
企
業
の
動
態
を
、
大
規
模
な

中
小
企
業
の
財
務
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｒ
Ｄ

デ
ー
タ
）
を
利
用
し
て
捉
え
る
試
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
売
上
高
、営
業
利
益
、

総
資
産
な
ど
中
小
企
業
の
主
な
財
務
指

標
か
ら
中
央
値
と
平
均
値
を
算
出
す
る

と
と
も
に
、
各
経
営
指
標
に
お
け
る
中

小
企
業
の
分
布
状
況
を
把
握
し
た
。
こ

こ
で
は
、
平
均
値
が
中
央
値
を
大
き
く

上
回
り
、
中
小
企
業
の
な
か
で
も
業
績

に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
た
（『
白
書
』
第
１

－

３

－

１
図
）。

　

た
だ
し
、
ま
ん
べ
ん
な
く
ば
ら
つ
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
２
０
０
７

年
度
か
ら
２
０
１
６
年
度
ま
で
の
業

績
（
黒
字
か
赤
字
か
）
の
推
移
を
み
る

と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
赤
字
企

業
の
割
合
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
も
の
の

（『
白
書
』
第
１

－
３

－

５
図
）、
恒
常

的
な
赤
字
体
質
企
業
も
一
定
数
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
純

資
産
の
推
移
か
ら
は
、
業
績
を
伸
長
さ

せ
て
い
る
企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
の

間
で
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
に

つ
い
て
も
明
ら
か
に
な
っ
た
（『
白
書
』

第
１

－

３

－

８
図
）。
さ
ら
に
、
債
務

超
過
の
企
業
に
着
目
す
る
と
、
債
務
超

過
が
大
き
い
ほ
ど
業
績
改
善
が
困
難
で

あ
り
債
務
超
過
が
軽
微
な
段
階
で
経
営

改
善
に
着
手
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
（『
白
書
』
第
１

－

３

－

９
図
）。

⑶　

 

小
規
模
な
ほ
ど
深
刻
な
人
手
不
足 

　
　
　
　
　
　
（
第
１
部
第
４
章
）

　

一
方
、
求
人
倍
率
は
年
々
上
昇
傾
向

に
あ
り
（『
白
書
』第
１

－

４

－

９
図
）、

従
業
者
規
模
別
に
み
る
と
規
模
の
小
さ

な
事
業
者
ほ
ど
求
人
数
が
多
く
人
手
不

足
の
状
況
に
あ
り
、
ま
た
業
種
別
に
み

る
と
人
手
不
足
の
度
合
い
に
差
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
（『
白
書
』

第
１

－

４

－

10
図
①
お
よ
び
②
）。
し

か
し
人
手
不
足
の
状
況
下
で
、
中
小
企

業
の
労
働
生
産
性
は
伸
び
悩
ん
で
お
り

（『
白
書
』
第
１

－

４

－

13
図
）、
企
業

全
体
で
み
て
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
諸
国
の

な
か
で
も
低
い
水
準
に
位
置
し
て
お
り

（『
白
書
』
第
１

－

４

－

16
図
）、
全
企

業
数
の
99
・
７
％
を
占
め
る
中
小
企
業

の
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
と
い
え
る
。
労
働
生
産
性
向
上

の
鍵
と
な
る
労
働
環
境
に
つ
い
て
み
る

と
、
中
小
企
業
に
は
「
ま
だ
改
善
の
余

地
が
あ
る
」
と
『
白
書
』
は
述
べ
て
い

る
（『
白
書
』
Ｐ
・
65
）
が
、
実
際
の

と
こ
ろ
は
、
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
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11月号では、
　３．「経営者の世代交代」をめぐる多様な考察（第２部）
　４．そして、経営者の「自己変革」への期待（第３部）
　５．たえざる「自己変革」のための長期的・多角的展望を
　　　～まとめにかえて～

を掲載する予定です。

※�今回の特集は、全国中央会発行の「中小企業と組合（７月号）」に
掲載されたものを、全国中央会の了承を得て本機関紙へ掲載した
ものです。


